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無回答 

その他 

事業を受託した（行政からの委託） 

実行委員会、協議会などを市と協力して立ち上げた 

補助金をもらった（補助事業の実施） 

○あ る：139 団体 

○な い：102 団体 

○無回答：   6 団体 

事業提案をおこなった 

共催事業を実施した 

（スタッフ派遣、会場提供、広報宣伝等） 

自主的な事業、活動に市の後援をもらった 

自主的な事業、活動に協力してもらった 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21年度 小金井市 市民協働推進支援調査報告書 概要版 
小金井市市民部コミュニティ文化課 電話：042-387-9923 

◆「協働」について調査を行いました 

小金井市では、平成 22 年度より市民協働及び

（仮称）市民協働支援センター設置のあり方等につ

いて検討を進めており、その基本的な情報収集とし

て市内で活動する市民活動団体やＮＰＯ法人など

にアンケート調査、ヒアリング調査を行いました。

この概要版は、その調査結果をまとめたものです。 

◇「協働」ということばを知っていますか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇小金井市協働推進基本指針に基づく行政との連携・協力をおこなったことがありますか？ 

それはどのような形でしたか？（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知っている」団体が半数を超えて

いますが、「意味はよく知らない」、

「知らない」団体も多く、「協働」と

いう言葉が広く共有されているとは

言えない状況です。 

◆調査の概要 

○実 施 期 間：平成 21 年 10 月１日～11 月 15 日 

○調 査 対 象：NPO 法人、任意団体、町会など 444 団体 

○調 査 方 法：アンケート調査用紙（郵送）による回答方式 

○回 収 数：247 団体（回収率：56.0％） 

○調査委託先：ＮＰＯ法人ひ・ろ・こらぼ 

無回答：2%、 

6 団体 

知っている： 
53%、130 団体 

聞いたことはあ 

るが意味はよく 
知らない：26%、 

63 団体 

知らない：19%、 
48 団体 

 団体総数：247     



 

 協働したい： 
56%、137 団体 

 協働したくない： 
6%、16 団体 

 わからない： 
34%、84 団体 

 無回答：4%、10 
団体 

 団体総数：247  

 

◇今後、行政と協働したいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇協働したくない理由はどのようなものですか？（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇協働するとしたらどのような形でおこないたいですか？（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「協働したい」団体が半数を超えています。 

「わからない」と回答している団体とも協働に

ついて話し合いを進める必要があります。 

協働してよかったこと（抜粋） 

・活動の継続と発展の動機づけになり、

今までできなかった取組みができた。 

・共催事業、事業の契機が得られた。 

・市担当者と親しく話せるようになり、

行政の取り組みなどを詳しく理解でき

るようになった。 

 

どのような形で協働したい（抜粋） 

・市報「後援事業、サークル紹介」欄へ

の活動情報の掲載。 

・これまでの活動、分野から発展してい

くような形で、地域文化に深くかかわ

っていきたい。 

  

0 

  

16 

  

15 

 
 

20 

 

14 

114 

0 20 40 60 80 100 120 

無回答 

その他 

市の施策、事業などに企画を提案したい 

行政が進める事業の中で協働したい 

現在のテーマ、分野にこだわらず新しい事業で協働したい 

現在、自分たちが行っているテーマ・分野の中で協働したい 
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0 2 4 6 8 10 12 14 

無回答 

その他 

必要性を感じないから 

行政の市民活動に対する理解、意識にズレがあるから 

行政との話し合い、決定に時間がかかるから  

行政への苦言、苦情が言いにくくなるから 

手続きなどの事務作業が増え、報告書などをまとめるのが大変だから  

協働していきたいが、本来の活動を継続する事で、精一杯だから  

今の活動を継続することで満足だから 

協働したくない理由（抜粋） 

・助成金、補助金などは事務作業が増え

て大変。 

・何を提言しても予算がないで終わって

しまうことがあり、やる気がなくなる

ことがある。 

 



◇協働を進めるために、どのような環境が整っているとよいと思いますか？（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「協働」の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「協働」を進めるために求められること（抜粋） 

・市職員と市民との人的交流を図り、お互い協力し合える環境にあること。 

・専門的な意見や提案、支援などを受けられる窓口やシステムがほしい。 

・行政職員の協働に対する意識と関心の向上、市民活動への理解、参加。 

・広報、チラシなどは、１カ所に持ち込めば関係各所に配布できるシステムがあるとよい。 

「協働」の現状 

○「協働」という言葉が浸透、理解さ

れているとは言い切れない。 

○一方で６割近くの団体が行政との

連携、協力による活動経験がある。 

○これまでの行政との関係は、後援、

補助金、活動協力が多い。 

「協働」のメリット、ニーズ 

○「協働」のメリットとして、広報、

ＰＲへのサポート、金銭面の支援、

活動場所や資機材等の確保、人的な

連携、相互理解などがあがってい

る。 

○「協働」に対するニーズは高く、関

係を継続したいという意向もある。 

 

「協働」の課題 

○書類作成、手続きなどの手間、情報

伝達の問題、市民団体と行政の意識、

考え方のズレなどがあがっている。 

「協働」促進の方向 

○役割分担を明確にしながら、より対

等な立場で意見を出し合い、協議し

ていく環境、場づくりが求められて

いる。 
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対等な立場で企画、運営ができる 

行政に対する企画、提案の相談窓口がある 

広報協力を受けられる（例：市のホームページや市報等への掲載） 

 
 

事務作業、打ち合わせスペースの提供、会場確保などへの協力を得られる 

 契約や事務処理など運営に必要なアドバイスが得られる 

活動、事業などの経費の補助を受けられる（補助事業など） 

 
 

わからない 

その他 

 無回答 



  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 小金井市市民協働支援センター準備室を開設しています ◆ 

小金井市では協働推進に向けて、次の活動を行っています。ぜひご利用ください。 

○相談 

相談窓口、電話、FAX、E メールによる協働等に関する問い合わせの対応。 

○コーディネート 

市民活動団体等と行政、団体相互間の協働等のコーディネー

トの実施。 

○情報の収集・提供 

市民活動団体の協働への要望や活動状況調査の為の訪問活

動、先進都市等の協働状況の調査を実施、集約・発信します。 

◆184-0012 小金井市中町 4-15-14（福祉会館 2 階） 

TEL/FAX：042-385-7767 

Ｅメール：kyodo@ion.ocn.ne.jp 

 

協 働 の 推 進 に  

求 め ら れ て い る こ と  

◆報告書はホームページからご覧いただけます◆ 

⇒ 市ホームページ 『市民協働推進支援調査報告書』を作成しました。 より  

http://www.city.koganei.lg.jp/kakuka/shiminbu/shiminbunkaka/info/shiminkyodosuishinshienchos

ahouk/index.html 

自立した活動 

市民団体には、自立した 

意識の醸成、運営基盤の 

強化、拡充などが求めら 

れています。また、市民、 

市民団体間の連携、協 

力、行政への提案なども 

望まれています。 

協働作業の必要性 

市民団体と行政相互 

の考え方、取り組みや 

活動に対するスタン 

スなどを互いに理解、 

共有していく作業を 

続けていくことが求 

められています。 

求められる支援施策 

補助金の充実、広報や 

情報の受発信の拡充、 

情報・活動拠点の整備、 

設備・機材の提供など 

市民活動の支援施策が 

求められています。 

http://www.city.koganei.lg.jp/kakuka/shiminbu/shiminbunkaka/

